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バルーンリリース　飛んでけー！

人気者が大集合

　
10
月
26
日
に
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
昨
年
を
上

回
る
58
の
団
体
の
協
力
の
も
と
、「
第
28
回
壬

生
町
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
幸
い
に
も
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
に
恵

ま
れ
、
約
５
、０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ

れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
来
賓
と

来
場
者
が
一
体
と
な
っ
た
、
町
民
の
歌
斉
唱
で

始
ま
り
、「
保
健
・
福
祉
事
業
功
労
者
」「
３
歳

児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
親
と
子
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
」
「
町
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
“
愛
称
”
入
賞
者
」
「
高
額
寄
付
者
」

へ
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
讃

え
ま
し
た
。
ま
た
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☆

ひ
よ
こ
☆
」
の
子
供
た
ち
と
、
来
場
し
た
子
供

た
ち
に
よ
る
エ
コ
風
船
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
、

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後

を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ス
テ
ー
ジ
は
、
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
、

腹
話
術
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
円
仁
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
な
ど

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

１
階
の
ホ
ー
ル
で
は
、
町
医
師
会
が
「
生

活
習
慣
病
と
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
行
い
、
今
年
も
多
く
の
方

が
集
ま
り
ま
し
た
。
骨
密
度
測
定
も

希
望
者
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
歯
科

医
師
会
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
食
生
活
改

善
推
進
員
の
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

コ
ー
ナ
ー
も
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
２
階
で
は
、
「
こ
ど
も
の
身
体
測
定
」

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
缶

バ
ッ
チ
づ
く
り
」
、
学
校
栄
養
士
会

に
よ
る
「
め
ざ
せ
！
食
事
マ
ナ
ー
マ

ス
タ
ー
！！
」
な
ど
が
人
気
と
な
り
ま

し
た
。

　
屋
外
会
場
も
多
く
の
人
出
が
あ
り
、
各
模
擬

店
も
多
く
の
お
客
様
が
集
ま
り
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
多
く
の
方
が
車
い
す
、
手
話
、
点
字
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
子
供
た
ち
の
列
が
途
切
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
回
の
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
の
運
営
に
も
、

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
人
数
も
年
々
増
え
て
今
年
は
21
人

の
中
学
生
た
ち
が
、
会
場
案
内
や
各
種
催
し
の

受
付
、
会
場
の
清
掃
、
「
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
」
「
チ

ッ
チ
ち
ゃ
ん
」
に
扮
し
て
の
子
供
た
ち
と
の
交

流
に
と
大
活
躍
し
、
来
場
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。
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壬
生
町
長
表
彰
　
（
敬
称
略
）

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
　
（
敬
称
略
）

壬
生
町
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー

”愛
称
“受
賞
者
表
彰　
（
敬
称
略
）

「かんぴょう大使」サトウヒロコさん 共同募金お願いします！ 学校栄養士会の食事マナー教室

表彰式の様子 勇壮なる円仁太鼓 保育園児の「かんぴょうダンス」

医師会講演会「生活習慣病と認知症」 町民活動支援センター「親子の体験教室」 ミーナちゃん大好き！

◎
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰

○
保
健
功
労
者

●
母
子
保
健
衛
生
部
門

　
大
塲
　
フ
サ
子
　
　
小
林
　
俊
子

　
　
木
　
眞
里
子

●
清
掃
事
業
・
廃
棄
物
部
門

　
安
塚
中
央
コ
ス
モ
ス
会

○
福
祉
功
労
者

●
障
が
い
者
援
護
功
労
者
部
門

　
松
本
　
榮
四
郎

●
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
部
門

　
篠
原
　
昌
史

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
部
門

　
美
水
会
　

　
川
井
　
桂
子

○
感
謝
状

●
個
人
部
門
　
早
乙
女
　
昇

◎
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
者
表
彰

◆
最
優
秀
　
吉
葉
　
琉
真

◆
優
　
秀
　
福
田
　
芽
衣

◆
優
　
良
　
安
藤
　
千
紘
　
　

　
　
　
　
　
石
川
　
優
月

　
　
　
　
　
上
田
　
隼
也

◎
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
者
表
彰

◆
最
優
秀
　
塚
原
　
智
子
・
結
愛

◆
優
　
秀
　
渡
邉
　
恵
理
香
・
結
仁

　
　
　
　

◆
最
優
秀
賞
　
古
賀
　
興
子

◆
優
秀
賞
　
三
部
　
雅
彦

　
　
　
　
　
　
荻
原
　
二
三
雄

◎
社
会
福
祉
協
議
会
高
額
寄
付
者

　
表
彰

○
15
万
円
以
上
の
寄
付
者
　
　
　 

　
い
き
い
き
壬
雷
ク
ラ
ブ

　
栃
木
県
歌
謡
協
会
下
都
賀
支
部

　
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　
壬
生
町
文
化
協
会

　
壬
生
町
文
化
協
会
歌
謡
部

　
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
会

○
15
万
円
相
当
以
上
の
物
品
寄
付
者

　（
株
）和
光

　
全
国
本
田
労
働
組
合
連
合
会

　
　
シ
ョ
ー
ワ
労
働
組
合
栃
木
支
部

お
お  

ば
　 

　
　
　
　
　
　
　
こ
　             

こ  

ば
や
し
　   

と
し  

こ

に
れ  

ぎ
　        

ま     

り    

こ

ま
つ  

も
と
　     

え
い  

し   

ろ
う

し
の 

は
ら
　     

ま
さ   

し

か
わ  

い
　       

け
い  

こ

                                  

そ

う

と

め

　  

の
ぼ
る

                           

よ
し  

ば
　      

り
ゅ
う
ま

                           

ふ
く  

だ
　        

め    

い

                           

あ
ん 

ど
う
　      

ち   

ひ
ろ
　
　
　

                           

い
し 

か
わ
　       

ゆ  

づ
き

                           

う
え   

だ
　     

し
ゅ
ん 

や

つ
か  

は
ら
　     

と
も  

こ
　
　
　
　
ゆ    

い

わ
た  

な
べ
　      

え    

り    

か
　   

ゆ
い  

と

         

こ   

が
　       

お
き  

こ

       

さ
ん  

べ
　       

ま
さ 

ひ
こ
　
　

       

お
ぎ 

わ
ら
　       

ふ    

み    

お
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た   
な
か

さ
く  

ぞ
う

も
り  

し
ま
あ
つ
し

て
ら   

う
ち

ゆ   

ざ
わ   

け
ん   

た

　
10
月
４
日
、
犯
罪
や
交
通
事

故
の
な
い
、
明
る
く
豊
か
に
暮

ら
せ
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
壬
生
町
・

壬
生
町
交
通
安
全
協
会
（
田
中

作
蔵
会
長
）
・
壬
生
町
防
犯
組

合
連
絡
協
議
会
（
森
島
淳
会
長
）

主
催
に
よ
る
「
第
８
回
壬
生
町

安
全
・
安
心
町
民
大
会
」
が
壬

生
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
末
の
栃
木
県
内
の

交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
４
、１

７
８
件
と
昨
年
に
比
べ
７
３
０

件
減
少
し
、
身
近
な
犯
罪
発
生

状
況
も
、
５
、１
４
０
件
と
昨
年

度
に
比
べ
、
１
２
９
０
件
減
少

し
ま
し
た
。

　
当
町
の
８
月
末
現
在
の
交
通

事
故
に
お
い
て
は
、
発
生
件
数

は
15
件
減
の
69
件
、
負
傷
者
数

は
19
名
減
の
78
名
と
、
共
に
減

少
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
交
通
事
故
で
２
名

の
尊
い
命
を
失
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
町
で
発
生
し
て
い

る
８
月
末
現
在
の
身
近
な
犯
罪

件
数
は
、
１
０
７
件
と
去
年
に

比
べ
５
件
増
加
、
特
に
自
動
車

や
自
転
車
の
盗
難
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
大
会

を
契
機
に
安
全
で
安
心
な
地
域

社
会
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
、

犯
罪
や
交
通
事
故
の
抑
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
人
命
尊
重
を
理
念
と
し
、

明
る
く
住
み
良
い
豊
か
な
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労

者
や
交
通
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー
及

び
交
通
安
全
作
文
・
安
全
マ
ッ

プ
入
選
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た

外
、
藤
井
小
学
校
３
年
・
寺
内

空
来
さ
ん
、
壬
生
東
小
学
校
４

年
・
湯
澤
建
太
さ
ん
の
２
名
が

交
通
安
全
作
文
の
最
優
秀
賞
受

賞
者
と
し
て
、
作
文
の
朗
読
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ぶ
吹
奏

楽
団
が
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
ク
ッ
キ
ー
」
な
ど
を
演
奏
し
、

盛
大
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
中
ホ
ー
ル
で

は
ポ
ス
タ
ー
や
作
文
の
展
示
が

行
わ
れ
、
防
犯
組
合
役
員
に
よ

る
防
犯
ク
イ
ズ
・
ぬ
り
え
や
、

交
通
安
全
母
の
会
に
よ
る
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、
県
く
ら
し
安
全

安
心
課
職
員
に
よ
る
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。 

そ     

ら
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壬生町　　　　　壬生町　　　　　 町民大会町民大会壬生町壬生町　　　　　　　　　　 町民大会町民大会安全安心安全安心壬生町　　　　　 町民大会安全安心
　　

阿
久
津
　
洋
子
　
　
石
島
　
巽

　
海
老
沼
　
征
子

　
清
水
　
時
司
　
　
栗
橋
　
和
江

　
山
川
　
三
枝
子

　
山
井
　
一
男

　
○
最
優
秀
賞

　
　
篠
原
　
冬
樹
（
藤
井
小
１
年
）

　
　
南
條
　
千
夏
（
壬
生
東
小
２
年
）

　
　
田
中
　
心
優
（
安
塚
小
３
年
）

　
　
古
郡
　
優
衣
（
壬
生
小
４
年
）

　
　
早
乙
女
百
香
（
壬
生
小
６
年
）

　
　
大
　
　
麻
生
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
竹
越
　
天
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
稲
葉
　
陽
咲
（
壬
生
小
１
年
）

　
　
寺
崎
　
冬
真
（
壬
生
東
小
１
年
）
　

　
　
梁
島
　
愛
菜
（
稲
葉
小
２
年
）
　

　
　
柏
倉
み
の
り
（
安
塚
小
２
年
）

　
　
　
野
　
梨
愛
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
臼
井
　
誠
倖
（
壬
生
北
小
３
年
）

　
　
岸
　
　
文
菜
（
壬
生
小
４
年
）

　
　
河
野
辺
楓
果
（
安
塚
小
４
年
）

　
　
植
嶋
　
有
芽
（
壬
生
東
小
５
年
）

　
　
猿
山
　
美
羽
（
壬
生
小
６
年
）

　
　
石
川
　
珠
希
（
藤
井
小
６
年
）

　
　
東
川
　
明
加
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
坂
田
　
智
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
花
田
　
彩
香
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
田
中
寿
希
哉
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
竹
澤
　
香
恋
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
坂
本
莉
央
奈
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
相
澤
　
佑
哉
（
稲
葉
小
１
年
）

　
　
前
原
　
遙
人
（
稲
葉
小
２
年
）

　
　
佐
藤
　
莉
彩
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
黒
川
　
綾
斗
（
藤
井
小
４
年)

　
　
藤
原
　
朱
里
（
壬
生
東
小
５
年)

　
　
藤
田
　
匠
海
（
睦
小
６
年
）

　
　
小
林
　
桃
子
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
山
川
　
麗
華
　
マ
シ
ェ
リ
（
藤
井
小
１
年
）

　
　
藪
内
　
睦
美
（
安
塚
小
１
年
）

　
　
鈴
木
　
美
音
（
壬
生
北
小
２
年
）

　
　
森
田
　
結
衣
（
壬
生
北
小
２
年
）

　
　
相
澤
　
祐
来
（
稲
葉
小
３
年
）

　
　
野
口
　
和
紗
（
睦
小
３
年)

　
　
足
助
　
颯
太
（
稲
葉
小
４
年)

　
　
中
村
　
紗
彩
（
壬
生
北
小
４
年)

　
　
清
水
　
愛
心
（
壬
生
小
５
年)

　
　
須
藤
　
真
央
（
藤
井
小
５
年)

　
　
小
林
　
千
草
（
壬
生
東
小
６
年)

　
　
塚
田
　
莉
子
（
安
塚
小
６
年)

　
　
田
　
　
遥
　
（
南
犬
飼
中
１
年)

　
　
人
見
　
紗
生
（
壬
生
中
３
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
寺
内
　
空
来
（
藤
井
小
３
年
）

　
　
湯
澤
　
建
太
（
壬
生
東
小
４
年
）

　
　
大
谷
　
真
優
（
壬
生
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
荒
川
　
亮
　
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
大
塲
　
誠
也
（
稲
葉
小
３
年
）

　
　
田
邉
　
藍
　
（
稲
葉
小
５
年
）

　
　
小
川
　
瑠
斗
（
睦
小
６
年
）

　
　
大
　
　
駿
平
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
小
林
　
菫
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
関
　
　
美
南
（
睦
小
１
年
）

　
　

　
○
優
秀
賞

　
　
高
木
　
成
実
（
壬
生
小
１
年
）

　
　
大
山
　
羽
美
（
睦
小
１
年
）

　
　
小
林
　
幸
生
（
南
犬
飼
中
３
年
）

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
（
敬
称
略
）

交
通
安
全
作
文
入
選
者
（
敬
称
略
）

感
謝
状
受
賞
者
（
敬
称
略
）

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
選
者 

（敬
称
略
）

安
全
マ
ッ
プ
入
選
者
（
敬
称
略
）

  

あ     

く    

つ
　        

ひ
ろ   

こ
　
　            

い
し 

じ
ま
　    

た
つ
み
　
　

   

え    

び   

ぬ
ま
　      

い
く   

こ

  

し   

み
ず
　      

と
き   

じ
　
　            

く
り  

は
し
　      

か
ず   

え
　
　

 

や
ま 

か
わ
　        

み     

え    

こ

 

や
ま   

い
　       

か
ず   

お

し
の  

は
ら
　      

ふ
ゆ   

き

 

な
ん
じ
ょ
う
　      

ち   

な
つ

  

た   

な
か
　        

み 

ひ
ろ

 

ふ
る
ご
お
り
　      

ゆ    

い

    

さ
お
と
め
　 

も
も   

か

 

お
お 

は
し
　        

ま     

い

 

た
け 

こ
し
　      

て
ん

 

い
な   

ば
　         

ひ
な
た

 

て
ら  

ざ
き
　      

と
う  

ま

 

や
な  

し
ま
　      

あ
い  

な

か
し
わ
く
ら

 

た
か   

の
　         

り    

な

 

う
す   

い
　       

ま
さ 

ゆ
き

き
し
　               

あ
や  

な

 

か
わ   

の     

べ  

ふ
う   

か

 

う
え  

し
ま
　       

ゆ    

め

 

さ
る  

や
ま
　        

み    

う

 

い
し 

か
わ
　       

た
ま   

き

ひ
が
し
か
わ
　      

は
る   

か

 

さ
か   

た
　       

と
も

  
は
な   

だ
　       

あ
や   

か

  

た   

な
か 
じ
ゅ   

き    

や

 

た
け  

ざ
わ
　       
か   
れ
ん

 

さ
か  

も
と   

り    

お    

な

 

あ
い  

ざ
わ
　      

ゆ
う   

や

 

ま
え 

は
ら
　      

は
る  

と

   

さ  

と
う
　       

り    

さ

 

く
ろ  

か
わ
　       

あ
や  

と

 

ふ
じ  

わ
ら
　       

あ
か   

り

 

ふ
じ  

た
　        

た
く  

み

   

こ  

ば
や
し
　    

も
も   

こ

 

や
ま 

か
わ
　      

れ
い   

か

 

や
ぶ  

う
ち
　      

む
つ  

み

 

す
ず   

き
　         

み    

お

 

も
り   

た
　         

ゆ     

い

 

あ
い 

ざ
わ
　        

ゆ    

く

  

の   

ぐ
ち
　      

か
ず   

さ

   

あ   

す
け
　      

そ
う   

た

 

な
か 

む
ら
　       

さ     

や

  

し    

み
ず
　      

あ
い  

み

  

す   

ど
う
　       

ま    

ひ
ろ

  

こ  

ば
や
し
　     

ち    

ぐ
さ

つ
か    

だ
　         

り    

こ

  

た   

さ
き
　     

は
る
か

 

ひ
と   

み
　          

さ     

き

 

て
ら  

う
ち
　        

そ   

ら

  

ゆ   

ざ
わ
　       

け
ん   

た

 
お
お 
た
に
　       

ま     

ゆ

 

あ
ら 

か
わ
　     

り
ょ
う 

 

お
お   

ば
　       

せ
い   

や

  

た   

な
べ
　      

あ
い

  

お   

が
わ
　     

り
ゅ
う 

と

 

お
お 

は
し
　    

し
ゅ
ん
ぺ
い

  

こ  

ば
や
し
　   

す
み
れ

 

せ
き
　              

み
な
み

 

た
か   

ぎ
　        

な
る   

み

 

お
お  

や
ま
　       

う     

み

   

こ  

ば
や
し
　    

こ
う   

き



　
壬
生
町
消
防
団
（
関
本
和
夫
団
長
 
以
下
2
0
3
名
）
に
よ
る
壬
生
町
消

防
団
通
常
点
検
が
10
月
12
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
雲
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
、
消
防
関
係
殉
職
者
に
対
し
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
多
数
の
御
来
賓
臨
席
の
も
と
、
人
員
並
び
に
服
装
点
検
、
機
械
器

具
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
点
検
の
後
、
小
菅
一
弥
町
長
よ
り
講
評
が
行
な

わ
れ
、
続
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
勤
続
し
た
団
員
や
、
退
団
者
、
消
防
業
務

協
力
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
黒
川
河
川
敷
に
移
し
、
（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自
主
防
災
育
成
）
に
よ
る
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
の
助
成
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
消
防
用
ホ
ー
ス
や
防
火
衣
を
使
用
し
た
放

水
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
蘭
学
通
り
に
お
い
て
、
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、
消
防
団
本
部

役
員
、
消
防
団
員
、
消
防
団
車
両
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
車
両
等
に
よ

る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ぶ
吹
奏
楽
団
の
演
奏
と
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
保
育
園
、
す
け
が
い
保
育
園
の

園
児
達
の
行
進
で
、
分
列
行
進
が
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
分

列
行
進
後
に
は
役
場
駐
車
場
に
お
い
て
、
消
防
車
両
の
展
示
や
、
放
水
体
験
、

は
し
ご
車
の
乗
車
体
験
が
で
き
る
消
防
フ
ェ
ア
が
行
な
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

せ
き
も
と
か
ず
お

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検

こ
す
げ
か
ず
 や

が
行
わ
れ
ま
し
た

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

壬
生
町
長
感
謝
状

壬
生
町
消
防
団
新
活
動
服

デ
ザ
イ
ン
選
考

平
成
26
年
度
通
常
点
検
表
彰
者
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 ◎
知
事
表
彰

第
二
分
団
 
分
団
長
 
 
 
鈴
木
　
宏
幸

◎
功
績
章
 
 

副
団
長
 
河
野
邉
　
喜
信

◎
勤
続
章（
15
年
） 
 

副
団
長
 
河
野
邉
　
喜
信

◎
勤
続
章（
10
年
） 

第
一
分
団
第
一
部
 
団
員
 
橋
本
　
康
成

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
石
川
　
朋
彦

第
一
分
団
第
三
部
 
団
員
 
植
竹
　
弘
人

◎
功
績
章（
8
年
） 

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
黒
川
　
裕
正

第
一
分
団
第
四
部
 
団
員
 
須
　
　
孝
幸

第
三
分
団
第
一
部
 
団
員
 
黒
澤
　
勇
矢

第
三
分
団
第
四
部
 
部
長
 
渡
邉
　
徹

第
三
分
団
第
五
部
 
団
員
 
山
田
　
武
志

◎
勤
続
章（
５
年
） 

第
一
分
団
第
一
部
 
団
員
 
赤
羽
根
正
久

第
一
分
団
第
一
部
 
団
員
 
千
葉
　
泰
裕

第
一
分
団
第
二
部
 
団
員
 
阿
美
　
智
篤

第
一
分
団
第
三
部
 
班
長
 
大
関
　
哲
夫

第
一
分
団
第
三
部
 
団
員
 
葛
西
　
和
行

第
一
分
団
第
四
部
 
団
員
 
布
施
木
利
之

第
一
分
団
第
四
部
 
団
員
 
明
石
　
晃
一

第
一
分
団
第
五
部
 
部
長
 
戸
　
　
浩
司

第
二
分
団
第
一
部
 
部
長
 
石
嶋
　
一
則

第
二
分
団
第
一
部
 
班
長
 
神
永
　
哲
也

第
二
分
団
第
一
部
 
団
員
 
遠
山
　
幹
洋

◎
勤
続
章（
５
年
） 

第
二
分
団
第
一
部
 
団
員
 
伊
藤
　
邦
孔

第
二
分
団
第
一
部
 
団
員
 
横
倉
　
教
容

第
二
分
団
第
三
部
 
部
長
 
落
合
　
章
利

第
二
分
団
第
三
部
 
班
長
 
篠
原
　
宏
明

第
二
分
団
第
三
部
 
団
員
 
別
井
　
弘
和

第
二
分
団
第
三
部
 
団
員
 
落
合
　
政
夫

第
二
分
団
第
四
部
 
団
員
 
百
目
鬼
孝
之

第
二
分
団
第
四
部
 
団
員
 
舘
野
　
正
一

第
二
分
団
第
五
部
 
部
長
 
梁
島
　
憲
一

第
二
分
団
第
五
部
 
班
長
 
中
村
　
学

第
二
分
団
第
五
部
 
団
員
 
鈴
木
　
克
昭

第
二
分
団
第
五
部
 
団
員
 
早
乙
女
大
輔

第
三
分
団
第
一
部
 
班
長
 
渡
辺
　
翼

第
三
分
団
第
一
部
 
団
員
 
渡
辺
　
俊
彦

第
三
分
団
第
二
部
 
団
員
 
粂
川
　
敏
克

第
三
分
団
第
二
部
 
団
員
 
細
井
　
国
裕

第
三
分
団
第
三
部
 
団
員
 
臼
井
　
洋
人

第
三
分
団
第
四
部
 
団
員
 
清
水
　
昌
幸

第
三
分
団
第
五
部
 
部
長
 
篠
原
　
巧

第
三
分
団
第
五
部
 
団
員
 
杉
崎
　
篤
史

　
ポ
ン
プ
車
 
第
三
分
団
第
五
部
 
 

　
可
搬
車
 
第
二
分
団
第
五
部

◎
勤
続
章
10
年
　

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
と
同
じ

◎
勤
続
章
５
年

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
と
同
じ

◎
優
良
部
　

　
ポ
ン
プ
車
 
第
三
分
団
 
第
五
部

 
 
 
 
 
　
第
二
分
団
 
第
一
部

　
可
搬
車
　
第
二
分
団
 
第
五
部

　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
 
第
二
部

◎
努
力
部
　

　
ポ
ン
プ
車
 
第
三
分
団
 
第
一
部

　
可
搬
車
 
第
一
分
団
 
第
五
部

◎
纏
　
賞
　
第
一
分
団
 
第
一
部

◎
平
成
25
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
純
　
他
35
名

◎
消
火
協
力
者
　
　
　
　
舘
野
　
欣
一

◎
消
火
協
力
者
　
　
　
　
大
畑
　
静
江

◎
消
防
団
特
別
協
力
者
　
杉
山
　
文
雄

◎
消
防
団
特
別
協
力
者
　
み
ぶ
吹
奏
楽
団

◎
内
助
の
功
　
　
橋
本
　
宏
美
　
令
夫
人
  

　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
史
子
　
令
夫
人
  

　
　
　
　
　
　
　
植
竹
　
英
美
　
令
夫
人

◎
最
優
秀
賞

　
壬
生
中
学
校
2
年
　
　
細
井
裕
貴
奈

◎
優
秀
賞
 

　
南
犬
飼
中
学
校
3
年
　
坂
本
莉
央
奈

 
壬
生
中
学
校
1
年
　
　
坂
田
　
真
菜

壬
生
町
長
表
彰

す
ず
 き
　
 
 
ひ
ろ
ゆ
き

は
し
も
と
　
 
や
す
な
り

い
し
か
わ
　
 
と
も
ひ
こ

う
え
た
け
　
 
ひ
ろ
ひ
と

く
ろ
か
わ
　
 
ひ
ろ
ま
さ

す
ど
う
　
 
た
か
ゆ
き

く
ろ
さ
わ
　
 
ゆ
う
や

わ
た
な
べ
　
 
と
お
る

や
ま
だ
　
 
 
た
け
し

あ
か
ば
 
ね
　
ま
さ
ひ
さ

ち
 
ば
　
 
 
や
す
ひ
ろ

あ
 
み
　
 
 
と
も
あ
つ

お
お
ぜ
き
　
 
て
つ
お

か
っ
さ
い
　
 
か
ず
ゆ
き

ふ
 
せ
 
ぎ
　
と
し
ゆ
き

あ
か
 
し
　
 
 
こ
う
い
ち

と
 さ
き
　
 
 
こ
う
じ

い
し
じ
ま
　
 
か
ず
の
り

か
み
な
が
　
 
て
つ
や

と
お
や
ま
　
 
み
き
ひ
ろ

 い
と
う
　
 
く
に
よ
し

よ
こ
く
ら
　
 
み
ち
や
す

お
ち
あ
い
　
 
あ
き
と
し

し
の
は
ら
　
 
ひ
ろ
あ
き

べ
つ
い
　
 
 
ひ
ろ
か
ず

お
ち
あ
い
　
 
 
ま
さ
お

ど
う
め
 
き
　
た
か
ゆ
き

た
て
の
　
 
し
ょ
う
い
ち

や
な
し
ま
　
 
け
ん
い
ち

な
か
む
ら
　
 
ま
な
ぶ

す
ず
き
　
 
 
か
つ
あ
き

そ
う
と
 
め
　
だ
い
す
け

わ
た
な
べ
　
 
つ
ば
さ

わ
た
な
べ
　
 
と
し
ひ
こ

く
め
か
わ
　
 
と
し
か
つ

ほ
そ
い
　
 
 
く
に
ひ
ろ

う
す
い
　
 
 
ひ
ろ
と

し
み
ず
　
 
ま
さ
ゆ
き

し
の
は
ら
　
 
た
く
み

す
ぎ
さ
き
　
 
あ
つ
し

か
わ
 
の
 
べ
　
 
 
よ
し
の
ぶ

か
わ
 
の
 
べ
　
 
 
よ
し
の
ぶ

は
し
も
と
　
 
ひ
ろ
み

い
し
か
わ
　
 
ふ
み
こ

う
え
た
け
　
 
 
え

み

 ほ
そ
い

ゆ
 
き
 
な

さ
か
も
と
り
 
お
 
な

さ
か

た
　
 
 
ま
 
な

た
て
の
　
　
　
き
ん
い
ち

お
お
は
た
　
　
し
ず
え

す
ぎ
や
ま
　
　
ふ
み
お

な
か
じ
ま
 
 
じ
ゅ
ん

6
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12月31日 調査日
http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/

壬生町役場商工観光課統計係　　　８１－１８４６

◆調査の目的
　　この調査は、我が国の工業の実態を明らかにし、産業政策・中小企業政
　策など、国や地方公共団体の行政施策のための基礎資料とすることを目的
　としています。

◆調査の期日
　　平成26年12月31日現在で実施します。

◆調査の対象
　　日本標準産業分類に掲げる「大分類Ｅ－製造業」に属する事業所が対象
　です。調査をお願いする事業所には、１２月中旬から調査員がお伺いします
　ので、ご回答をお願いします。

◆調査事項
　　従業者数、現金給与総額、製造品出荷額、原材料使用額などを記入していただきます。

◆この調査は報告の義務があります
　　「統計法」では、基幹統計調査を受ける人には報告の義務を、また、調査を実施する関係者には調査
　によって知ったことを他に漏らしてはならない義務を規定しています。さらに、これに違反したときに
　は罰則が定められています。

受賞名

最優秀賞

優 秀 賞

「みぶりん」

「みぶぽ～と」

「ミーボ」

古賀興子 様
（壬生町在住）

三部雅彦 様
（神奈川県海
老名市在住）

荻原二三雄 様
（壬生町在住）

作品名 受賞者

こ    が   おき  こ

さん  べ  まさ ひこ

おぎわら ふ   み   お

　４月に各種ボランティア等社会貢献活動動推進の拠点とし
てオープンした「壬生町町民活動支援センター」を、さらに多
くの方々に親しんでいただくた
め、“愛称”の募集をした結果、全国
各地から216点もの応募がありま
した。
　その中から、厳正な審査の結果、
古賀 興子 様（壬生町在住）の 「み
ぶりん」 が最優秀賞を受賞され、
今後、センターの愛称として広く
使用されることになりました。
 なお、受賞された方々は右記のと
おりです。

右から、古賀様（最優秀賞）、
三部様（優秀賞）、荻原様（優秀賞）

問い合せ先







問合せ先　町税務課　収税係　　８１－１８１６

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ

県下一斉の取組

納期内に納付を

差押を強化

事情がある場合は相談を

市町村税徴収強化月間2014冬市町村税徴収強化月間2014冬

　納税の公平と税収の確保を図るため、11～12月を「市町村税徴収強化月間2014冬」として、栃木県との協
働により、県下一斉に徴収の強化に取り組みます。

　町が提供する、福祉や教育をはじめ様々なサービスは、町税が主な財源の一つです。町税の滞納は、町の
財政を圧迫し、町民サービスに支障をきたすことになりかねません。そして何より、納期内に税金をきちん
と納めている大多数の皆さんとの公平性を欠くことになります。また、督促状の送付などの経費に余分な税
金を使うことにもなります。そのため、町では、収入や財産がありながら町税を納付しようとしない滞納者
に対しての滞納処分（差押え等）を強化しています。

　税金を納期限までに納めなかった方には、まず督促状が送付さ
れます。この督促状が発送された日から起算して10日を経過した
日までにその税金を完納しなかったときには、町は滞納者の財産（預
貯金、生命保険、不動産、給料、自動車、動産〈電化製品や美術品、
貴金属等〉）を差し押さえなければならないことが法律で定めら
れています。
　財産調査には、滞納者の自宅などの捜索があります。捜索時に
発見された財産は、差し押さえされます。「捜索」とは、税を徴
収する職員に認められた権限で、裁判所の令状は不要です。
　また、自動車のタイヤロック（写真）を行う場合もあります。タイヤロックとは、差し押さえた自動車を
運行、使用させないための措置（国税徴収法第71条）で運行不能状態にするものです。

　病気や失業、事業の廃止、災害にあったなど、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが
困難な方は、納期内に町税務課収税係まで連絡してください。生活状況等をお聞きしたうえで、徴収の猶予
などをすることができます。事情により納付が困難な場合は、そのまま放置せず、まずは連絡してください。

こんな話をよく聞きます

Q1　借金があるから税金が払えません
答　法律によって、税金は全ての債務（借金含む）に優先すると定めてあります。個人債務より税金が優先さ
　　れます。（地方税法第14条）
Q2　いきなり差し押さえされた、あんまりではないか
答　税は納期内納付が大原則です。督促状発送日から10日を経過した日までに完納しない時は「差し押さえを 
　　しなければならない」と明示してあります。（国税徴収法第47条）
Q3　個人の財産を勝手に調べて差し押さえされた、プライバシーの侵害ではないか
答　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき財産すべてに対する調査権限が発生します。この権限
　　により調査を受けた金融機関等の関係機関は、協力しなければなりません。また、財産の調査は、個人情
　　報保護法に一切抵触しません。
Q4　差し押さえの前に自宅訪問はしないの？
答　差し押さえ等をするにあたり、自宅訪問して納税を催告する行政サービスは原則として行いません。差し
　　押さえ等が行われるまでには、必ず事前に督促状などの通知が送付されています。
Q5　小額滞納でも差し押さえはするの？
答　金額の大小に関わらず差し押さえ等を行います。「小額の滞納だから差し押さえられないはず…」といっ
　　た考えはお止めください。
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用水路の生き物調査を実施

土砂等の埋立てには許可が必要です

問い合わせ先 町民生部生活環境課環境保全係　　８１－１８３４

　９月27日に羽生田地区の「夢・はにしの里協議会（杉
山惠一会長）」、10月19日に下稲葉地区の「下稲葉・
水と緑を守る会（中村正会長）」による生き物調査が
行われました。
　子どもたちは長靴を履き、網を持って水路に入ると、
魚の捕まえ方の指導を受けながら水中の生き物をたく
さん採取しました。その後、アドバイザー（羽生田地区：
柳澤祥子氏、下稲葉地区：石川孝典氏、二瓶義彦氏）
から捕獲した生き物についての説明を受け、調査の結
果や感想を発表しました。
　羽生田地区では、カワムツ・オイカワ・ホトケドジ
ョウ・スナヤツメ・ヤゴなどが、下稲葉地区ではオイ
カワ・モツゴ・ムギツク・フナ・タモロコ・ジュズカ
ケハゼなどが観察でき、地域の自然に対する関心が深
まる有意義なものとなりました。
（写真説明　上：羽生田地区　下：下稲葉地区）

　土砂等の埋立て、盛土を行う場合、また、他の場所への搬出を行う目的で土砂等のたい積を行う場
合は、土砂等に汚染がないことを確認するため許可申請をする必要がありますので、町民生部生活環
境課までお問い合わせください。

11

すぎ

なか  むら ただし

やなぎさわ さち   こ いし かわ  たか  のり に   へい  よし  ひこ

○許可が必要となる場合は
　事業者等が、土砂等による土地の埋立て、盛土を
行う面積が500㎡以上3,000㎡未満の場合、また、他
の場所への搬出を目的として土砂等のたい積を行う
場合は、町への許可申請が必要になります。
　● 土砂等とは、土砂及びこれに混入し、または付 
　　着したものを言います。
　● 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で定め 
　　られた汚泥は、土砂等には分類されません。
　● 製品の製造または加工のための原材料のたい積
　　は除外されます。
　● 埋立て、盛土を行う面積が3,000㎡以上は県の
　　条例の適用を受けますので、小山環境管理事務
　　所（℡0285-22-4309）に確認してください。
○他法令の許可等が必要な場合があります。
　● 事業を実施する土地が農地の場合は、壬生町農 
　　業委員会で農地転用の手続きが必要です。
　● 事業を実施する土地が山林の場合は、壬生町経

　　済部農政課で手続きの確認をしてください。
　● 事業を実施する土地の埋蔵文化財の有無につい
　　ては、壬生町教育委員会で確認をしてください。
○土砂を搬入するときは届出が必要です。
　事業者等が、許可後、土砂等を搬入するときは、
土砂の採取場所ごと、かつ5,000　ごとに、「土砂
等発生元証明書」及び「地質分析結果証明書（計量
証明書）」を添付して「土砂等搬入届」を町に提出し、
搬入する土砂等が汚染されていないものであること
を証明する必要があります。
○完了したときは届出と検査が必要です。
　事業者等は、土砂等の搬入終了後、町に「完了届」
を提出し、水質検査
及び地質検査を実施
して、土壌汚染がな
いことを確認する必
要があります。

やま  しげ かず
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　10月９日、いきいき壬雷クラブ（蔦耕一会長）主催に
よる第37回スポーツ大会が、秋晴れの下、町総合運動場
にて開催されました。
　町内42単位老人クラブの会員が14チームに分かれ、各
競技に延べ1,300名を超える参加があり、町最大の高齢者
のスポーツ大会となりました。来賓あいさつのあと、大橋
良平さん（稲葉地区）の力強い選手宣誓で競技が始まりま
した。
　競技は、スプーンリレーや家族旅行など高齢者向けの趣
向を凝らした内容となっており、おおいに盛り上がりまし
た。またメリーランド保育園から園児も競技に参加し、昼休みには「創作祭り太鼓」を披露。応援席からは大き
な拍手と歓声が秋空に響いていました。

※いきいき壬雷クラブの加入単位クラブには、概ね60歳以上であればどなたでも入会できます。詳しくは、いきいき壬雷ク
　ラブ事務局（町社会福祉協議会事務局）　８２－７８９９まで
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第68回 栃木県芸術祭「茶華道展」

13

「減塩」をテーマとした和食の
メニューでクッキング

　10月11日～12日の２日間、壬生中央公
民館において、栃木県芸術祭「茶華道展」
が開催され、約1000名のお客様で賑わいま
した。「華展」会場内は、素晴らしい花の
香りに満ち溢れ、見事な生花作品の数々に
多くの来場者が目を奪われている様子でした。
また、２日目に行われた県内五市町の各「茶
会」の席には、朝から途切れることなく参
加者が訪れ、日本伝統文化の茶道を体験し、
緊張した面持ちの中にも大いに楽しんでい
る様子がうかがえました。

ねんりんピック栃木2014地域文化伝承館
　10月４日・５日の２日間、地域文化伝承館が県庁及び県議会議事堂
において、ねんりんピック栃木2014の一環として開催されました。地
域文化伝承館とは、高齢者が長年培ってきた豊かな経験・知識・技術を
生かし取り組んでいる様々な地域文化、生活文化の実演・展示や地域に
伝わる民俗芸能・郷土芸能を紹介・発表することで、各世代間の交流を
図り、高齢者の組織や活動への理解を高めることを目標として開催され
ました。
　県内の各市町がそれぞれ地域に関係の深い文化や芸能を紹介・発表す
るなか、壬生町は、いきいき壬雷クラブによるふくべ細工の紹介と藤井
かんぴょう音頭保存会によるかんぴょう音頭を披露しました。２日間で
県内外から約１万人もの来場者が訪れ、会場は大いに賑わいました。

　昨年、「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録されました。
これは、日本人のおもてなしの心、盛り付け方やその器の芸術性、
箸づかいのマナー等々、文化的な深い意味が含まれています。
　世界から注目されている「和食」ですが、一方で、日本人の塩分
の摂り過ぎが、日本食特有のしょうゆやみそを多用した食文化
であることも否めません。
　以前から「減塩」を呼びかけているにもかかわらず、平均ですが、
40年前から４ｇしか減っておらず、目標値にはまだまだ達していないのが現状です。
食材の持ち味を生かした料理が日本料理の極意とも言われています。
　９月27日に開催した「健康づくりのためのボディデザイン教室～ 栄養と食事のこと ～」では、「素
材のうま味を生かした和食」をテーマとして、減塩のコツを調理実習をとおして学びました。

華展 茶会



秋の交通安全運動町民総ぐるみ運動を実施
　秋の交通安全運動が９月21日から30日までの
10日間にわたり行われ、「夕暮れ時と夜間の歩行中・
自転車乗用中の交通事故防止」「全ての座席のシ
ートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底」
「飲酒運転の根絶」「子どもや高齢者に優しい３S（ス
リーエス）運動の推進」を重点項目として街頭広
報や啓発活動を行い、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーを促しました。

地域安全運動で街頭啓発活動を実施
　全国地域安全運動に合わせ町内４地区防犯組合（壬
生地区・稲葉地区・南犬飼地区・睦地区）では、増加
傾向にある「自転車盗」や「特殊詐欺」、「万引き」等
の身近な犯罪を防止するため、町内のスーパーマーケ
ット等において、チラシや広報品を配布し、地域の犯
罪防止を呼び掛けました。

全建総連によるペンキ塗り（藤井小）
　10月19日（日）、全建総連栃木県建設労働組合壬生支部の皆さん12名が、
ボランティア活動のために藤井小学校に集まりました。
　これは、子ども達のために地域の建築職人さんの集まりである同団体
が企画したもので、町内の小中学校を対象に実施しているものです。
　今年度は、藤井小学校の渡り廊下沿いの劣化した塗装部分を、丁寧に
研磨・再塗装してくださいました。体育館やランチルームに向かうため
に渡り廊下を使用する児童達は、きれいになった塗装部分を毎日うれし
そうに眺めています。
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みぶハイウェーパークで広報活動
　10月11日（土）、みぶハイウェーパークにて、壬生
町交通安全母の会（大垣光枝会長）が広報活動を行い
ました。
　町内だけでなく町外の交通安全も願い、交通安全広
報チラシや広報品を配布しました。当日は、みらい館
のイベント開催中であったことから、多くの来場者が
あり会員の皆さんは、ひとり一人に交通安全を呼びか
けていました。

おお  がき みつ    え
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　10月16日に壬生中央公民館にて、栃木県更生保
護女性連盟県央第一ブロック研修会が行われました。
更生保護女性会は、女性の立場から地域における
犯罪予防の活動や子供たちの健全育成のための子
育て支援活動などを行うボランティア団体です。
この研修は４年に一度４市町で順番に行われてい
ます。研修では、宇都宮保護観察所長の神村修氏
の講話の後、宇都宮市、下野市、上三川町、壬生
町の４ブロックの活動報告があり、メリーランド
保育園の和太鼓や会員による民謡等が催され、和
やかな雰囲気のもと閉幕されました。

壬生町戦没者並びに消防殉職者合同慰霊祭
　10月18日、東雲公園の北側にある慰霊碑前
にて「壬生町戦没者並びに消防殉職者合同慰霊
祭」が執り行われました。
　この慰霊碑には、戊辰の役以来先の大戦に至
るまでの戦没者の方々、そして消防活動にて殉
職されました方々のお名前が刻まれています。
　式典は、雲一つない青空の下、たくさんの遺
族の方々が参列する中、黙祷に始まり、町長の
式辞、遺族会長・消防団長など来賓の方の追悼
の辞の後、参列者全員による献花が行われました。

　至宝町南自治会（会長：鈴木武夫）では、
町のいきいきふれあい応援事業を活用し、９
月14日（日）に、70歳以上の方々53名を迎え「敬
老の集い」を開催しました。
　今年は、自治会の方針でもある世代を超え
た「心のふれあい」を目的に、壬生東小学校
コーラス部児童の協力のもと、高齢者のみな
さんは、昔懐かしい「唱歌」などを一緒に歌
ったり、手品や楽器演奏などで楽しい一時を
過ごしました。

すず    き   たけ   お

かみ  むら おさむ

更生保護女性連盟県央第一ブロック大会開催

世代を超えたふれあいの場として「敬老の集い」を開催！
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竜巻災害復旧の支援で壬生町建設業協同組合に感謝状を贈呈
　８月10日に発生した竜巻災害での協力活動に対して、
９月24日、『壬生町建設業協同組合』（佐藤　豊忠理事長）
に感謝状を贈呈しました。多くの方々の御協力をいただ
き復旧作業が進められたなかで、特にがれきの処理に関
し『壬生町建設業協同組合』から無償で車両の提供や人
的支援をいただき、短期間で収集・運搬などの処理をす
ることができたことに対し、町として感謝の意を表しお
贈りしたものです。

壬生町小学生駅伝チーム頑張ってます！！
　毎年１月に「栃木県郡市町対抗駅伝競走大会」と同時開催される「栃木県小学生
駅伝競走大会」の出場に向けて、壬生町小学生駅伝チームの練習が本年度も開始
されました（本年度は昨年度に引き続き２回目の大会参加となります）。
　町内の各小学校から集まった５・６年生の男女約40名の児童が、監督・コーチ
陣の熱心な指導のもと、一生懸命汗を流しています。
　将来、郡市町対抗駅伝大会においても活躍できる選手が誕生することを願います。
　第７回栃木県小学生駅伝競走大会は１月25日（日）に栃木市総合運動公園内特
設コースで開催されます。
　皆様の応援をどうぞよろしくお願いいたします。

地域安全グラウンドゴルフ大会開催
　10月15日、壬生町総合運動場南グラウンドにおいて、壬生町防犯組合連
絡協議会（森島淳会長）主催による地域安全グラウンドゴルフ大会が開催
されました。これは、高齢者を対象とした犯罪が増加している中、地域安全・
防犯意識の高揚を目的に開催したもので、壬生町グラウンドゴルフ協会の
協力のもと、115名が参加し熱戦を繰り広げていました。
　休憩時間を利用して、栃木警察署　赤上生活安全課長から身近な犯罪防
止や振り込め詐欺などの被害に遭わないための心構えについて講話を受け
たりと、地域の安全安心へ関心を高めました。

第69回国民体育大会
出場監督・選手壮行会

　第69回国民体育大会に出場する監督・選手壮行会を開催し、壬生町
体育協会（松本幸三会長）と壬生町長（小菅一弥町長）から栄えある
出場を讃える激励とともに、健闘を祈念しました。監督・選手の方々
の今後のさらなる活躍が期待されます。

（左から、鈴木翔太選手、荒川俊汰選手（代理）、
小口英之監督）

まつ もとこう ぞう こ  すげ かず   や

・大会期間　平成26年10月12日～10月22日　長崎県　（敬称略・県選手団名簿順）

もり  しま あつし

あか  がみ

荒川　俊汰
自転車・監督　（10月13日～10月17日）トラック：佐世保競輪場
ロード：壱岐市特設ロードレースコース

鶴見　利光
成年男子

壬生乗馬クラブ

あらかわ しゅんた

すずき    しょうた
鈴木　翔太

バスケットボール・選手　（10月18日～10月22日）
三菱重工総合体育館・長崎県立総合体育館・長崎市民体育館

少年男子
宇都宮工業高校 ２年

つるみ   としみつ

レスリング・選手　（10月13日～10月16日）島原復興アリーナ 少年男子
足利工業大学附属高校 ３年

成年男子
若松原中教諭小口　英之

こぐち  ひでゆき

馬術・監督（10月17日～10月21日）雲仙市特設馬術競技場

剣道・選手（10月19日～10月21日）五島市中央公園市民体育館た  が や    あゆみ
多賀谷　歩

少年男子
小山高校３年

種目・競技会会期・会場地 種　別氏　　名
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人権擁護委員に齊藤和子氏、中村惠子氏が再委嘱
　齊藤和子氏と中村惠子氏が、平成26年10月１日付
けで法務大臣から人権擁護委員に再委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩み
ごとなどの相談に応じるほか、街頭啓発活動や小・中
学生を対象とした人権講話・ビデオフォーラムなどを
通して、人権の大切さについての理解を深めてもらう
など、人権意識の高揚にも務めています。

～大人の責任と役割～
憲章の理念を実践しましょう！

　栃木県では、“子どもを育むための大人の基本理念や行動指針”として、
平成22年２月に「とちぎの子ども育成憲章」を制定しました。
　この憲章は、県民が力を合わせて子どもたちを健全に育てていくために、
大人が具体的に取り組む姿勢を分かりやすく示しています。
　是非、子どもたちが夢や希望を持ち心豊かでたくましく成長するために、
私たち大人が積極的に子どもたちと関わっていきましょう。

「第１回壬生町中小企業の経営者ミーティング」を開催
　10月10日（金）、町役場において、「第１回壬生町中小企業の
経営者ミーティング」を開催し、町内に立地する製造業企業の
12人の経営者と町長による活発な意見交換が行われました。
　雇用や工場用地の確保など、経営上の課題や経営者が日頃感じ
ていることについて話し合われたほか、おもちゃ製造で発展して
きた壬生の製造業の高い技術力を発信することなど、町の活性化
に向けた提案がされました。
　町長からは、今後も企業の方との交流の場を設け、企業の声を
活気あるまちづくりに生かしていきたいとの話がありました。

さい   とう   かず    こ なか   むら   けい    こ
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。

　９月７日（日）壬生中央公民館大ホールにおきまして、壬生少年少女合唱団の30周年記念チャリティーコ
ンサートが開催されました。
　今回は、初めてオペラに挑戦し、保護者手作りの大道具セットを背景に、「ヘンゼルとグレーテル」の
ハイライトを熱演し、約350人の観客の皆さんに感動を届けました。
　会場入り口におかれました募金箱には、来場された大勢の方々の心温まるご協力をいただき79,188円の
募金が集まりました。壬生町（竜巻災害義援金）、広島市（豪雨災害義援金）、（財）ユニセフ協会へ寄附
されました。
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壬生小４年
清水　遥加

壬生小５年
大川　勝望
おお  かわ          かつ    み

し    みず           はる    か

・まちづくりの推進に役だてて欲しいと寄附があ
　りました。
　　　　　　協栄産業株式会社様…………50万円

　昨年、町内の「健康リーダー」を育成することを目的に始まった、町と獨協医大が連携し設立し
た「みぶまち・獨協健康大学」の閉校式が９月25日、同大学で行われました。
　今年は、全８単位のうち５単位以上を取得した37人に修了証が渡されました。学長の小菅一弥町
長は、「修了おめでとうございます。今後は、町の健康推進に協力お願いします。」と述べられました。
修了生の、今後の町の健康リーダーとしての活躍が期待されます。

「
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学
」
閉
校

平
成
26
年
度


